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第一三共研究開発の統合における方針

この統合は、お互いの歴史、伝統、および企業文化に対する相互尊重に
基づき、対等な立場で実施するものである

すべての実務プロセス、機能、および組織体制において、

各社の強みを活用する

お互いが、偏見を持つことなく学び合い、客観的な視点に基づいて
最高のものを厳選し、採用する

統合会社の利益を最優先に考える

複数の疾患領域で日本最大の市場シェアを誇るプロダクトポートフォリオ
を用いることで、統合会社には研究開発における強力なシナジー効果を
見込む

財務力の強化により、M&Aなど活動を通して外部資源を獲得する機会が
増加することを見込む
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第一三共における研究開発戦略

未充足の医学ニーズに対し、“best in class” かつ ”first in class” の製品を開発

人的リソースと多様性のバランスを兼ね備えた、「適正なサイズ」のグローバル
研究開発組織の実現

循環器、糖尿病、癌、感染症等の重点領域において、革新的研究を遂行するに
足りる規模の実現

提携の必要なしに、主要なパイプライン製品を開発できるだけの人的リソース
の確保

効果的かつ効率的な開発パイプライン管理およびタイムリーな意思決定

権限委譲された開発チームによる卓越したグローバル開発機能の保有

グローバルライセンス契約において、選ばれるパートナーとなること

あらゆる業務における高品質への注力

日々、新薬を待ち望んでいる患者がいることを肝に銘じること

Global Pharma Innovator としての真の競争力獲得
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グローバルR&D研究・開発拠点配置 (2006年4月）

・

・
・

・
・

101,500 (計)要員数

San DiegoTokyo拠　点

Daiichi Sankyo Research Institute
A division of DSI第一製薬・三共

・ ・・・・
・・

30

Munich, 
Germany

Sankyo 
Pharma
GmbH

20030 300 (計)要員数

New Jersey, USALondon,UK拠　点

Daiichi Sankyo
Pharma Development

A division of DSI
第一製薬・三共

Daiichi
Pharmaceuticals

UK(DPL)

Tokyo
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研　究

開　発

主要な研究領域における選択分野と集中

第一製薬

Basic Research
45.7%

Immunology
8.0%

Cardiovascular
14.8%

Infection
5.2%

Oncology
5.7%

Bone/Articular
6.8%

Diabetes
13.9%Basic Research

53.3%

Others
1.0%

Diabetes
8.0%

Infection
11.0%

CNS
4.1%

Oncology
6.1%

Immunology
6.3%

Cardiovascular
10.2%

感染症

循環器

糖代謝

免　疫

癌

中枢神経系

その他

基礎研究

循環器

糖代謝

免　疫

骨・関節

癌

感染症

基礎研究

三　共

労働時間配分比率
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CNS
2%

Other
1%

Oncology
7%

Immunology
4%

Cardiovascular
66%

Infection
10%

Diabetes
10%

循環器

感染症

糖代謝

癌

免疫

中枢神経系

その他
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疾患領域ごとの予算

2006年度の疾患領域ごとのプロジェクト予算の比率

グローバル研究開発統合の進捗

機能 / 地域の枠を越えた、研究開発の最高意思決定会議体として
GEMRADを設立

GEMRADは、パイプラインの優先度評価を実施

最優先開発プロジェクトに対する、開発プロジェクトチーム
（Integrated Global and Regional Project Teams）の全面的な支援と
適正な予算配分

欧米組織は4月3日に設立、日本の統合は予定通り

統合された研究開発予算を策定済

第一三共における研究開発戦略をしっかりと定義するべく、
R&D Leadership チームは戦略計画の策定に着手することで合意

Global Pharma Innovator としての真の競争力獲得
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研究開発統合への全体アプローチ

AprAprMarFebJanDecNovOctSepAugJulJun May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar

20052005 2006 2007

A. プログラムマネジメント

完全統合

R&D 統合事務局

B. 先行タスクフォース

米欧組織統合

パイプライン統合

業務分析

意思決定 GEMRAD事務局

C. グローバル
R&D 
タスクフォース

移行準備フェーズ* 移行フェーズ*

米欧新組織米欧組織
設計完了

米欧組織
移行準備

設計フェーズ

Project Management
& Leadership

計画フェーズ

緊急課題
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研究開発意思決定会議体

ミッション

社長

• ジョン・アレキサンダー（議長）
• 鈴木忠生（副議長）

から報告

新 研究開発

意思決定会議体
(GEMRAD)

開発プロジェクト
チームレベルの

意思決定

マネジメント・レベルによる
　　　　科学・ビジネス的視点　　　

からの判断

8

実務レベルによる
　　　　科学・ビジネス的視点　　　

からの判断
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ResearchResearchResearch
Global Head 

of R&D
Global Head Global Head 

of R&Dof R&D

Non-clinical
Research 

NonNon--clinicalclinical
Research Research 

Japan
Development

JapanJapan
DevelopmentDevelopment

Project 
Management

Project Project 
ManagementManagement

Regulatory & 
Risk Mgmt

Regulatory & Regulatory & 
Risk MgmtRisk Mgmt

GEMRAD

Integrated Project　
Teams 
(IPTs)

US/EU
Development

US/EUUS/EU
DevelopmentDevelopment

• Intellectual Property 
• Manufacturing 
• Licensing & Business Development
• Related Functional Heads

Japan Head 
of R&D

Japan Head Japan Head 
of R&Dof R&D

R&D 
Strategy
R&D R&D 

StrategyStrategy

Japan
Marketing
JapanJapan

MarketingMarketing

Product 
Portfolio

Mgmt

Product Product 
PortfolioPortfolio

MgmtMgmt

Ad Hoc 
Members
Ad Hoc 

Members

US/EU
Marketing
US/EUUS/EU

MarketingMarketing

ＩＴＬ
(Ad-hoc)

ＩＴＬＩＴＬ
((AdAd--hoc)hoc)

GEMRADの構成

グローバル研究開発は、Global Executive Meeting of Research and 
Development （GEMRAD）という、機能 / 地域の枠を越えた会議体に
よって管理される
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全プロジェクトチームは下記のIPT / RPT体制に従い、ITL、GPM、RTL、RPM、
およびIPTメンバー、RPTメンバーにより構成される。IPT・RPTメンバーは兼任
も可能。

Integrated 
Team Leader

Regional 
Team Leader

Integrated Project Team (IPT)

Global Project 
Manager (GPM)

Regional Team 
Leader (RTL)

Regional Project 
Manager (RPM)

IPT
Members

RPT
Members

GEMRAD

Integrated
Project Team

(IPT)

Regional 
Project Team 

(RPT)

Regional Project
Teams (RPTs)

Integrated Team 
Leader (ITL)

IPT・RPT 体制
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原則、全てのグローバル・リージョナル開発プロジェクト*にIPTおよびRPTを適用する。

West*** Regional 
Project Team

(W-RPT)

GEMRAD

Integrated
Project Team

(IPT) 

East** Regional 
Project Team

(E-RPT)

Integrated 
Team Leader 

(ITL)

East Regional 
Team Leader 

(E-RTL)

プロジェクト
統括チーム

地域開発
実行チーム

マネジメント･レベル
(研究開発最高意思決定機関)

実務レベル
West Regional 
Team Leader 

(W-RTL)

**  「East」は日本・アジアを意味する

「アジア」は東アジア・東南アジアを意味する

*** 「Ｗｅｓｔ」は現時点では欧米を意味する

中南米をどのように含めるかは現在検討中

*グローバル開発プロジェクトとは2極
（”East”, “West”）にまたがるプロジェクト

開発チーム構造
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パイプライン統合のプロセス

循環器

糖尿病

癌

感染症

免疫

骨/関節

10月 11月 12月

2005年

•パイプライン統合は、お互いのプロジェクトを理解することから開始
•疾患領域ごとに、数回の開発品目評価会議を実施
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人的リソース/
予算配分

2006年1月18日 2006年1月19日

「討議に向け
た評価」

優先度を定義討議
各開発品目
のプレゼンテ

ーション
「暫定評価」

ドラフト 最終化

最優先開発プロジェクトを5つ選定

開発プロジェクトの優先度評価

GEMRADメンバーは、2日間のミーティングを通して、第一三共に
おけるグローバルプロジェクトの価値について討議し、 5つの最優先

開発プロジェクトを選定した。
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抗血小板剤DZ-697b

タキサン誘導体（抗癌剤）DJ-927 oral

オルメサルタンとアムロジピンの配合剤CS-8663

抗Xa剤（抗凝固剤）DU-176b

抗血小板剤Prasugrel (CS-747)

ClassClassProject NameProject Name

優先度評価の結論

討議の結果、最優先開発プロジェクトを5つ選定
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グローバル開発プロセス

R&D目標達成に向けた　　　　

意思決定プロセスの　　　　　　
合理化・簡素化

高品質維持のための　　　　　　
合意ベースの開発チーム体制

R&D目標達成に向けた　　　　

効率的なプロジェクト推進体制

第一三共の新しいグローバル開発プロセス

最適な開発方針と　　　　　　　　
適切な意思決定を可能にする
開発基本計画書

Ph I/II NDAPre
Clin

Lead 
ID/Val

Target 
ID/Val

Ph 
II/ IIIPh I/II NDAPre

Clin
Lead 

ID/Val
Target 
ID/Val

Ph 
II/ IIIPh I/II NDAPre

Clin
Lead 

ID/Val
Target 
ID/Val

Ph 
II/ III

意思決定
プロセス

開発
チーム

Project
Leadership

Co-Development 
Partner Alliance

Management
Support

Project
Management

Non-Project
Re lated

Project Budget
Planning Support

Global Project 
Management & Leadership

Department 

Project Resource
Planning Suppor t

Senior
Management

Meeting*
Suppor t

Project 
Metrics

Team
Management

& Training

PDPPDP 開発基本
計画書

プロジェクト
推進機能

第一三共R&Dの目標

「スピードアップ」

「高品質の維持」

「適切な開発候補品選択と
的確な製品化」
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第一三共としての新しいグローバル開発プロセスが
本年4月から始動

2006年4月の米欧開発組織統合を機に，
1年前倒しで新たなグローバル開発プロセスを始動させる。

三共（日本）：プロジェクト推進機能

米欧開発組織　　　　　　

第一製薬（日本）：プロジェクト推進機能

2006 2007
10月4月3月 2月1月 4月3月12月11月9月8月7月6月5月2月1月

日本
新組織

Ph I/II NDAPre
Clin

Lead 
ID/Val

Target 
ID/Val

Ph 
II/IIIPh I/II NDAPre

Clin
Lead 

ID/Val
Target 
ID/Val

Ph 
II/IIIPh I/II NDAPre

Clin
Lead 

ID/Val
Target 
ID/Val

Ph 
II/III

PDPPDPProject
Leadership

Co-Development 
Partner Alli ance

Management
Support

Pro ject
Ma nag ement

No n-Proj ect
R ela te d

Proj ect Budget
Planning Support

Global Project 
Management & Leadership

Depar tment 

Project Resource
Planni ng Support

Senior
Management

Meeting*
Support

Proj ect 
Me tri cs

Team
Ma nag ement

& Tra in ing

新グローバル開発プロセス

米欧組織の統合 日本組織の統合

意思決定
プロセス

開発
チーム

開発基本
計画書

プロジェクト
推進機能
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開発部門
（Daiichi Sankyo Pharma Development）

開発部門
（Daiichi Sankyo Pharma Development）

取締役会取締役会

所在地： Parsippany, New Jersey
組織長：Joseph P. Pieroni
要員数 ：管理系　約160名
　　　　　 営業　　約1,230名

所在地： Parsippany, New Jersey
組織長：Joseph P. Pieroni
要員数 ：管理系　約160名
　　　　　 営業　　約1,230名

所在地： Edison, New Jersey
組織長：John C. Alexander
要員数 ：約200名

所在地： Edison, New Jersey
組織長：John C. Alexander
要員数 ：約200名

所在地： San Diego, California
組織長：掘越大能
要員数 ：約10名

所在地： San Diego, California
組織長：掘越大能
要員数 ：約10名

社長社長

研究部門
（Daiichi Sankyo Research Institute）

研究部門
（Daiichi Sankyo Research Institute）営業および管理部門営業および管理部門

米国新組織
- 第一三共インク（DSI） -

2006年4月

18
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米欧における開発統合

統合プロセスにおいて、進行中プロジェクトへの影響を最小限にとどめた

組織体制構築、人材登用、人材配置は終了

Daiichi Medical Research（DMR）の社員の約65%が在職

三共ファルマデベロップメント（SPhD）の人員の100%が在職

研究開発における市場性評価分析体制を確立

Integration Planning Boardを設立して統合過程を統治。役割と責任を明
確化するとともに、効果的な意思決定と情報共有を行なった。

統合後はDaiichi Sankyo Pharma Development Executive Committee　　
として機能する。
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米欧の新開発組織（2006年4月）

米欧のガバナンスモデルに基づき、下記新組織を立ち上げる

US/EU Development 
Head

John Alexander

Senior Vice President
Regulatory Affairs
& Risk Mgmt担当

Jim Molt

Senior Vice President
Operations and 

Management担当
Ed Antal

Executive Vice 
President

Projects担当
Kazunori Hirokawa

20
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研究開発統合への全体アプローチ

AprAprMarFebJanDecNovOctSepAugJulJun May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar

20052005 2006 2007

A. プログラムマネジメント

完全統合

R&D 統合事務局

B. 先行タスクフォース

米欧組織統合

パイプライン統合

業務分析

意思決定 GEMRAD事務局

C. グローバル
R&D 
タスクフォース

移行準備フェーズ* 移行フェーズ*

米欧新組織米欧組織
設計完了

米欧組織
移行準備

設計フェーズ

Project Management
& Leadership

計画フェーズ

緊急課題
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日本における統合作業の進捗状況

全社的な第一三共PMIプログラム（Daiichi Sankyo Post Merger Integration 
Program）は、20のタスクフォースおよびチーム（例： 営業タスクフォース、Global 
R&Dタスクフォース、人事タスクフォースなど）から成る

日本を拠点とする統合アプローチには 5つのフェーズがあり、現在は設計段階で
ある

1~3

計画
フェーズ

設計
フェーズ

移行準備
フェーズ

移行
フェーズ

安定化
フェーズ

2005 2006 2007
8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4～12

2008

第一三共

日本のDay 1

現在
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機能 / 地域の枠を越えた、研究開発の最高意思決定会議体として
GEMRADを設立

GEMRADは、パイプラインの優先度評価を実施

最優先開発プロジェクトに対する、開発プロジェクトチーム
（Integrated Global and Regional Project Teams）の全面的な支援と
適正な予算配分

欧米組織は4月3日に設立、日本の統合は予定通り

統合された研究開発予算を策定済

第一三共における研究開発戦略をしっかりと定義するべく、
R&D Leadership チームは戦略計画の策定に着手することで合意

Global Pharma Innovator としての真の競争力獲得
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結　　論


